
 

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
に 

の
も
と
よ
し
み
通
信

3月議会の日程

2月 10日（金） 本会議

　　20（月）、21日（火） 本会議（代表質問）

　　24日（金）～3月2日（木） 各常任委員会

3月 13日（月）～16日（木） 本会議（一般質問）

　　17日（金） 本会議（採決）

※のもとは、代表質問を行います。
　市のホームページから中継や録画をご覧いただけます。

し
が
ら
み
の
な
い
立
場
で
未
来
志
向
の
ま
ち
を

大
臣
の
解
任
が
相
次
ぐ
岸
田
政
権
。
５

年
間
の
防
衛
費
を
総
額
43
兆
円
に
増
や
し
、

そ
の
財
源
に
は
、
増
税
と
戦
時
国
債
を
教

訓
に
こ
れ
ま
で
認
め
て
こ
な
か
っ
た
建
設

国
債
も
充
て
る
方
針
で
す
。
ま
た
、
福
島

原
発
事
故
後
の
原
発
方
針
を
転
換
し
、
稼

働
期
間
の
延
長
と
新
型
炉
の
開
発
を
行
い
、

原
発
を
最
大
限
活
用
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

苦
く
辛
い
体
験
か
ら
得
た
教
訓
を
、
国
民

の
理
解
も
得
ず
に
反
故
に
す
る
政
権
に
、

強
い
不
信
感
と
憤
り
を
覚
え
ま
す
。

国
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
、
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク

を
始
め
ム
ダ
が
多
く
、
特
定
企
業
や
大
手

コ
ン
サ
ル
等
に
事
業
を
委
託
し
、
下
請
け
、

孫
請
け
、
中
抜
け
等
、
お
金
の
流
れ
が
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
税
の
ム
ダ
遣
い
を

止
め
、
癒
着
を
断
ち
切
り
、
効
果
的
な
事

業
を
行
う
に
は
、
現
場
を
持
つ
地
方
自
治

体
の
意
見
の
尊
重
と
協
力
が
必
須
で
す
。

相
模
原
市
は
、
政
令
指
定
都
市
へ
の
移

行
で
大
幅
に
増
え
た
事
務
に
追
わ
れ
、
財

政
の
厳
し
さ
か
ら
国
の
特
定
財
源
を
活
用

で
き
る
事
業
を
優
先
し
て
き
た
た
め
、
政

策
を
つ
く
る
力
が
弱
く
、「
相
模
原
市
行
財

政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
」
も
緊
縮
財
政
を
推

し
進
め
る
も
の
で
、
将
来
の
あ
る
べ
き
姿

か
ら
根
本
的
な
政
策
転
換
を
図
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
に
わ
た
っ
て
市
民

の
暮
ら
し
を
守
り
、
地
域
経
済
を
回
し
、

ま
ち
を
発
展
さ
せ
て
い
く
に
は
、
未
来
志

向
の
発
想
と
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
確
か

な
政
策
が
必
要
で
す
。
政
党
に
所
属
せ

ず
、
団
体
の
推
薦
も
受
け
ず
、
し
が
ら
み

の
な
い
立
場
で
、
力
を
尽
く
し
ま
す
。
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
相
模
原
市
議
会
議
員　
野
元
好
美

ゲストをお迎えし、新春のつどいを開催します。
また、市議会議員4期目も残すところ、あと数
か月となり、これまでの議員活動と新たな決意
をお伝えします。お誘いあわせの上、ぜひお越しください。 
お待ちしています！

障害児医療や脳卒中等の成人のリハビリに携わりながら、

発達障害の子どもの運動療育に力を注いでいる積田先生。

米国の自閉症者の施設で、食や運動を楽しむライフスタ

イルが、症状や疾病を改善し、人生を豊かにしているこ

とを体験され、渋谷区を中心に、誰もがやってみたいこ

とをあきらめなくていい街をめざし、「インクルーシブ

運動場」の活動を展開中。津久井地区の農場も活動拠点

です。米国での体験や活動を伺って、「ともに生きるま

ち」をつくっていきませんか。

参加費
無料

のもとよしみの新春のつどい

「ともに生きるまち」をつくる

日にち／2月4日（土）　13時〜15時
場　所／相模湖交流センター ギャラリー
お　話／積田綾子氏（小児科医）

2023年は卯年 飛躍と発展の年に
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医
療
難
民
、
介
護
難
民
を
防
ぐ
た
め
に

高
齢
者
数
の
増
加
と
と
も
に
、
医
療
と
介

護
の
需
要
も
ま
す
ま
す
増
え
て
い
き
ま
す
。

中
山
間
地
域
の
抱
え
る
課
題
と
都
市
部
で
高

齢
者
が
急
増
す
る
と
い
う
本
市
の
特
徴
も
踏

ま
え
、
総
合
的
か
つ
中
長
期
的
な
視
点
を
持

っ
た
対
策
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

2
0
2
5
年
に
は
、
在
宅
医
療
を
必
要
と

す
る
人
は
、

2
0
1
4
年

の
2.
1
倍
の
約

1
万
人
に
、
要
介
護
・

要
支
援
認
定
者
数
は
、
2
0
2
1
年
の

1.
2
倍
の
約
4
万
人
に
な
る
と
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。
医
師
や
看
護
師
、
介
護
人
材
の

確
保
・
養
成
等
が
課
題
で
あ
り
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
施
策
を
計
画
的
に
推
進
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

介
護
人
材
不
足
は
必
至　

処
遇
改
善
と

日
常
生
活
圏
域
ご
と
の
対
策
を　

2
0
2
0
年
の
介
護
従

事
者
は
1
年
で
2
0
0
人

増
え
ま
し
た
が
、
現
場
は
人
手
不
足
で
す
。

2
0
4
0
年
に
は
さ
ら
に
6
3
0
0
人
が
必

要
と
な
る
見
込
み
で
、
毎
年
3
0
0
人
ず
つ

増
や
す
計
算
に
な
り
ま
す
が
、
現
役
世
代
が

減
る
中
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
で
す
。
そ
こ

で
、
他
産
業
の
平
均
並
み
の
賃
金
水
準
に
処

遇
を
改
善
し
、
外
国
人
労
働
者
も
確
保
す
る

な
ど
、
国
に
抜
本
的
な
改
革
を
求
め
つ
つ
、

市
内
の
環
境
も
整
え
る
よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

ま
た
、
人
材
不
足
が
生
じ
る
こ
と
を
念
頭

に
備
え
が
必
要
で
す
。
日
常
生
活
圏
域
ご
と

に
、
地
域
資
源
の
状
況
や
特
徴
を
踏
ま
え
て

対
策
を
検
討
し
、
第
9
期
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
地

域
づ
く
り
部
会
で
議
論
さ
れ
た
圏
域
ご
と
の

課
題
や
取
組
に
対
す
る
市
の
支
援
方
策
な
ど

を
示
す
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
と
の
こ
と
で

し
た
。

包
括
等
と
市
職
員
の
連
携
強
化
を

暮
ら
し
の
現
場
で
市
民
を
支
援
す
る
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
包
括
）
や
地

区
社
協
の
職
員
、
民
生
委
員
等
の
み
な
さ
ん

と
、
市
職
員
と
の
連
携
に
課
題
を
感
じ
て
い

ま
す
。
世
田
谷
区
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
の
職
員
と
包
括
、
地
区
社
協
の
三
者
が

連
携
し
て
「
福
祉
の
相
談
窓
口
」
を
設
置
し
、

三
者
会
議
等
を
行
っ
て
、
区
民
の
支
援
と
地

域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本

市
も
三
者
の
連
携
を
強
化
し
て
地
域
力
を
高

め
、
困
っ
て
い
る
市
民
を
包
括
的
に
支
援
し
、

よ
り
質
の
高
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
よ
う
、
求
め
ま
し
た
。

「
ま
ち
の
保
健
室
」
の
設
置
を

健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
暮
ら
し
を
支
え
る

支
援
が
重
要
で
す
。
包
括
や
地
区
社
協
に
保

健
師
や
看
護
師
を
加
え
て
「
ま
ち
の
保
健
室
」

を
設
置
し
、
誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
、
健

康
や
悩
み
事
を
相
談
で
き
る
場
を
つ
く
り
、

介
護
予
防
と
見
守

り
や
地
域
の
支
え

合
い
、
包
括
的
な
支

援
に
つ
な
げ
る
こ
と

を
提
案
し
ま
し
た
。

現
在
、
3
地
区

で
自
主
的
に
取
組
ま
れ
て
い
る
「
ま
ち
の
保

健
室
」
を
他
地
区
に
広
げ
な
が
ら
、
取
組
状

況
を
踏
ま
え
、
専
門
職
の
配
置
や
開
催
頻
度

等
を
検
討
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。
早

期
の
実
現
に
向
け
、
働
き
か
け
ま
す
。

在
宅
生
活
を
支
え
る
資
源
の
育
成
を

24
時
間
3
6
5
日
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

（
以
下
、
小
多
機
）
は
、
在
宅
で
の
暮
ら
し

を
支
え
る
の
に
欠
か
せ
な
い
資
源
で
す
が
、

介
護
報
酬
の
あ
り
方
等
課
題
が
多
く
、
事
業

所
は
増
え
ず
、
公
募
を
し
て
も
応
募
が
な
い

状
況
で
す
。
国
に
改
善
を
働
き
か
け
る
と
と

も
に
、
市
の
支
援
を
求
め
ま
し
た
。
国
ヘ
は
、

様
々
な
機
会
を
捉
え
働
き
か
け
て
い
く
、
事

業
者
間
の
連
携
構
築
に
向
け
取
り
組
む
と
の

こ
と
で
し
た
。
現
状
を
把
握
し
、
安
定
し
た

運
営
が
図
れ
る
よ
う
支

援
し
、
在
宅
生
活
を
支

え
る
資
源
と
し
て
育
て

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

津
久
井
地
域
の
診
療
所
の
再
編

様
々
な
課
題
の
解
決
に
向
け
て
は

津
久
井
地
域

で
は
、
通
院
困
難

な
方
が
増
え
、
市

所
管
の
診
療
所

の
医
師
等
の
確

保
や
施
設
の
安

定
的
な
運
営
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
市
は
、
医
師
と
看
護
師
の
数
は
維
持

し
つ
つ
、
６
診
療
所
を
３
つ
に
再
編
し
、
訪

問
診
療
等
を
充
実
さ
せ
る
、
中
山
間
地
域
医

療
の
基
本
方
針
案
を
示
し
ま
し
た
。

質
疑
で
は
、
津
久
井
地
域
の
医
療
を
将
来

に
わ
た
り
、
安
心
な
も
の
に
す
る
た
め
、
民

間
の
医
療
機
関
の
変
化
に
合
わ
せ
、
公
立
の

診
療
所
の
役
割
を
考
え
て
対
応
し
て
い
く
こ

と
、
住
民
説
明
会
等
で
指
摘
さ
れ
た
様
々
な

課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
、
地
域
住
民
へ

の
丁
寧
な
対
応
を
求
め
ま
し
た
。
具
体
的
な

課
題
の
解
決
に
向
け
た
協
議
の
場
を
設
け
、

通
院
を
含
め
た
移
動
手
段
の
確
保
な
ど
、
庁

内
横
断
的
な
取
組
は
、
中
山
間
地
域
対
策
と

し
て
検
討
を
進
め
、
地
域
へ
の
説
明
も
引
き

続
き
行
う
そ
う
で
す
。
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
の
発
達
を
保
障
す
る
遊
び
場
を

本
市
の
不
登
校
の
出
現
率
は
、
全
国
平
均

に
比
べ
て
高
く
、
そ
の
要
因
は
「
無
気
力
、
不

安
」
が
特
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

乳
幼
児
期
か
ら
主
体
性
、
創
造
性
、
自
己
肯

定
感
、
共
感
性
、
探
求
心

な
ど
、
数
値
化
で
き
な
い

非
認
知
能
力
を
育
て
る
た

め
、
発
達
を
保
障
す
る
環

境
づ
く
り
と
遊
具
の
選
定

を
求
め
ま
し
た
。

質
問
を
き
っ
か
け
に
、

安
全
や
技
術
指
導
に
意
識

が
向
い
て
い
た
公
園
や
学
校

も
、
発
達
を
保
障
す
る
こ
と
へ
の
理
解
が
深

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
す
で
に
保
育
指
針
に

そ
の
重
要
性
が
明
記
さ
れ
て
い
る
保
育
所
で

は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
発
達
過
程
に
応
じ
た

取
組
が
で
き
る
よ
う
、
保
育
士
の
配
置
基
準

の
見
直
し
や
人
材
確
保
の
た
め
の
処
遇
改
善
、

人
材
育
成
を
求
め
ま
し
た
。
子
ど
も
に
関
わ

る
す
べ
て
の
人
々
が
、
発
達
を
保
障
す
る
必

要
性
を
理
解
し
、
支
援
に
あ
た
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
解
消
を

今
年
度
の
待
機
児
童
数
は
95
人
（
1
年
29

人
、
2
年
25
人
、
3
年
41
人
）
で
す
。
市
立

で
あ
れ
ば
減
免
に
な
る
児
童
が
待
機
に
な
っ

た
場
合
、
民
間
児
童
ク
ラ
ブ
（
以
下
、
民
間
）

を
利
用
し
た
く
て
も
、
育
成
料
の
負
担
が
難

し
く
、
利
用
を
あ
き
ら
め
る
こ
と
も
。
民
間

に
は
運
営
費
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
が
、

相
対
的
に
国
の
基
準
よ
り
低
く
、
待
機
児
童

解
消
分
へ
の
補
助
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
民
間
児
童
ク
ラ
ブ
を
良
き
パ
ー

ト
ナ
ー
と
位
置
付
け
、
補
助
制
度

を
見
直
し
、
早
期
の
待
機
児
童
解

消
を
求
め
ま
し
た
。
民
間
と
連
携

し
た
効
果
的
な
対
策
と
な
る
よ
う
、

補
助
制
度
を
含
め
、
検
討
し
て
い

く
と
の
こ
と
で
す
。

安
心
で
き
る
居
場
所
を
6
年
生
ま
で

す
べ
て
の
児
童
が
放
課
後
を
安
全
に
過
ご

せ
る
と
い
う
安
心
が
大
切
で
す
。
6
年
生
ま

で
の
放
課
後
の
居
場
所
を
確
保
す
る
た
め
、

学
校
、
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
、
児
童
館
、
民
間

児
童
ク
ラ
ブ
等
と
エ
リ
ア
ご
と
に
現
状
を
共

有
し
、
地
域
資
源
や
特
性
を
踏
ま
え
た
対
策

を
行
う
よ
う
、
要
請
し
ま
し
た
。
市
立
児
童

ク
ラ
ブ
の
年
齢
拡
大
や
放
課
後
子
ど
も
教
室

の
実
施
個
所
の
拡
大
を
検
討
す
る
な
ど
、
居

場
所
の
確
保
に
努
め
る
そ
う
で
す
。
実
現
を

求
め
て
い
き
ま
す
。

中
学
で
社
会
保
障
制
度
を
学
ぶ
機
会
を

コ
ロ
ナ
禍
で
若
年
層
の
自
殺
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
人
生
の
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
時
、

ひ
と
り
で
悩
み
、
最
悪
の
選
択
を
し
て
し
ま

わ
ぬ
よ
う
、
ケ
ガ
や
解
雇
で
職
を
失
っ
た
、
事

故
で
障
害
を
負
っ
た
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受

け
た
、
望
ま
ぬ
妊
娠
を
し
た
等
、
具
体
的
な

事
例
に
即
し
な
が
ら
社
会
保
障
制
度
を
学
ぶ

機
会
を
中
学
卒
業
前
に
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と

要
請
し
ま
し
た
。

具
体
的
な
事
例
を
あ
げ
た
教
材
を
作
成
し
、

卒
業
式
ま
で
の
間
に
各
学
校
の
実
態
に
応
じ

て
活
用
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
む
と
の
こ
と

で
し
た
。
自
分
を
守
り
、
生
き
抜
く
知
恵
を

身
に
着
け
て
、
中
学
校
を
卒
業
し
て
ほ
し
い

と
切
に
願
い

ま
す
。

12
月
議
会
報
告　

一
般
質
問

※

※
2
0
2
6
年
度
を
目
途
に
日
連
を
藤
野
に
、
千
木
良
を
内

郷
に
統
合
、
青
根
は
2
0
2
4
年
度
か
ら
診
療
日
数
を
減
ら

し
て
当
面
は
維
持
し
、
将
来
的
に
は
青
野
原
に
統
合

「
15
歳
か
ら
の
社
会
保
障
」　

横
山
北
斗　
著

日
本
評
論
社



「みんな違って、みんないい！」～インクルーシブな社会の実現を目指して～
さがみはら発達障害連続WEBセミナー

各回250名（先着順） Zoomによるオンライン

無料

日時：2月18日（土）13：30～15：30

講師：大島郁葉氏（千葉大学 子どものこころの発達教育研究センター教授）

申込期間：1月19日～2月10日
申込方法：相模女子大学子育て支援センターHPの専用フォームから　　　　　

http://forms.gle/Edir8xRikFmZqab88　　

問合せ先：相模女子大学連携教育推進課　042-813-5055

日時：3月11日（土）13：30～15：30

講師：近藤幸男氏（川崎市発達相談支援センター ソーシャルワーカー）

申込期間：1月19日～3月3日
申込方法：LoGoフォームから http://logoform.jp/form/oWjU/167607　

問合せ先：相模原市発達障害支援センター　042-756-8411 

    月～金　8時30分～17時

第1回「スティグマを超えて」

第2回「自己理解と自己決定のできる青年期を支える」

多
様
な
意
見
を
反
映
し
、
未
来
志
向
で

人
事
の
度
に
求
め
て
き

た
女
性
や
民
間
人
の
登
用
。

教
育
長
、
副
市
長
、
局
長

な
ど
、
意
思
決
定
の
場
に
女

性
が
増
え
て
き
ま
し
た
が
、

目
標
は
達
成
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
気
候
危
機
へ
の

対
応
や
社
会
保
障
の
あ
り

方
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
等
、
未
来
像
か

ら
今
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
な
時
代
に
あ
っ

て
、
将
来
に
責
任
が
持
て
る
世
代
や
こ
ど
も
・

若
者
の
意
見
を
尊
重
す
る
こ
と
は
、
極
め
て

重
要
で
す
。
そ
こ
で
、
意
識
改
革
や
働
き
方

改
革
を
促
す
と
と
も
に
、
多
様
な
世
代
の
ニ

ー
ズ
を
把
握
し
、
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
、
市

政
運
営
の
方
針
や
施
策
の
推
進
に
活
か
す
よ

う
、
求
め
ま
し
た
。

市
長
、
議
員
の

期
末
手
当
増
額
に
反
対
！

市
長
か
ら
は
特
別
職（
市
長
、
副
市
長
、
教

育
長
、
監
査
）
の
期
末
手
当
増
額
の
提
案
が
、

自
民
党
、
公
明
党
か
ら
は
議
員
の
期
末
手
当

増
額
の
提
案
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
財
政
難
を

理
由
に
、
南
市
民
ホ
ー

ル
の
廃
止
に
向
け
た
説
明

や
来
年
度
の
公
共
施
設
使

用
料
の
増
額
改
定
な
ど
市
民
に
負
担
を
求
め

る
市
の
姿
勢
と
矛
盾
し
、
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価

高
騰
で
苦
し
む
市
民
の
生
活
を
考
え
れ
ば
、

ど
ち
ら
も
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。

特
別
職
の
増
額
に
は
、
自
公
、
市
民
・
民

主
（
計
35
名
）
が
賛
成
し
、
可
決
。
議
員
の

増
額
に
は
、
自
公
（
22
名
）
が
賛
成
、
市
民
・

民
主
、
共
産
、
颯
爽
、
無
所
属
（
22
名
）
が

反
対
し
、
可
否
同
数
と
な
り
、
議
長
（
自
民
）

採
決
の
結
果
、
可
決
。
颯
爽
の
会
か
ら
の
、

期
末
手
当
増
額
分
を
削
除
し
た
補
正
予
算
の

動
議
も
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

藤
野
や
ま
な
み
温
泉　

開
業
延
期
へ

4
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
予

定
だ
っ
た
藤
野
や
ま
な
み
温
泉
。
資
材
高
騰

の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
工
事
の
入
札
が
3
度

も
不
調
に
な
り
、
12
月
議
会
で
2
3
4
0
万

円
の
増
額
補
正
予
算

が
可
決
。
順
調
に
い

け
ば
、
オ
ー
プ
ン
は
8

月
の
予
定
で
す
。
ご

期
待
く
だ
さ
い
！

藤
野
中
央
公
民
館
の
託
児
室　

一
般
利
用
へ

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
が
な
い
藤
野
地

区
。
親
子
の
居
場
所
が
ほ
し
い
と
の

要
望
を
受
け
、
3
年
前
の
一
般
質
問

で
、
年
に
数
回
し
か
使
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
藤
野
中
央
公
民
館
の
託
児
室

を
親
子
に
開
放
し
て
ほ
し
い
と
要
請
。

時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
よ
う
や

く
利
用
O
K
に
な
り
ま
し
た
！
小
さ

な
ト
イ
レ
や
手

洗
い
場
も
あ
り

ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

公
共
施
設
は
市
民
の
財
産
。
他
の
施

設
に
つ
い
て
も
、
効
果
的
に
活
か
す

よ
う
、
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

● 公式ウェブサイト https://nomotoyoshimi.com/● のもとよしみ事務所  〒252-0171　神奈川県相模原市緑区与瀬1309-1
TEL 042–682–6301　FAX 042-682-6302
E-mail iki-iki-nonohana@nifty.com

のもとよしみ 相模原市議会議員

12
月
議
会
報
告

実
現
し
ま
し
た
！

※
ご
利
用
の
際
は
、
職
員
に
声
を
か
け
、

名
前
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
利
用
で

き
な
い
日
が
あ
り
ま
す
。
来
館
前
に
電
話

で
確
認
す
る
と
安
心
で
す
。


